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朝鮮語の オノマトペ 

一一緩声擬態語の 境界画定，音と 形式， 昔 と意味について (1)   

野 間 秀 樹 

1.  擬声 擬態語の画定 

Ll. 擬声 擬態語と昔象徴 語 

外界の音や動物の 鳴き声などを 言語音によって 写した五 % ユ [?k0- 

， kio] に げこっこ一 : に わ とりの鳴き声 ) などの一連の 単語を擬声語 

とし昔のしないものごとのようすをあ たかも昔のずるごとくに 言語 

音によって描写する 千引千円 [mnuronmurolr] ( ずくずく : 生物が勢い 

よく育つさま ) などの単語を 擬態語とする・それらを 併せて 擬声 擬態 

語もしくは オ / マトぺと 呼ぶことにする・ このほかに，言語音によっ 

て言語外の現象を 象徴する， せ苦吟 [?paIgatt Ⅱ a] ( 鮮やかに赤い ソ 

哩召ヰ [?polg0ttha] ( 鈍く赤い ) などの語音象徴 語 ， もしくは 昔 象徴 

語 と呼び ぅる 一連の単語が 朝鮮語には豊富に 存在するが，そうした 昔 

象徴 詰 は 擬声 擬態語と区別して 考えることとし ，本稿では扱わない・ 

1-2. 擬声 擬態語の境界画定 

朝鮮語においてどの 単語がオソフト ぺ に属するものであ るかについ 

ては，母語話者はおおむね 一致した見解を 持つ・ しかし厳密な 画定と 

なると非常に 難しい・一般 語と擬声 擬態語， 昔 象徴 語と擬声 擬態語， 

擬声語と擬態語のいずれにも 境界的な単語群が 存在する・ 

例えば社号 Man?t ㎝ l 目 ( どっさり， いっぱい ) やⅡ キ 早計 4 

「 tobu 「 UMk ひ ada] ( ぼうぼう た : 草や髭がたくさん 生えているさま ), 

0 ト引 キ軒ヰ [arisonhada]/ ぜキ ぜ苦 [al?sondaI?sorl] ( あ やふやだ : 記 

憶などが ) などは一般 語 なのか 擬声 擬態語なのか 母語話者でも 判断に 

迷 5 ところであ り，個人差が 認められる・ 形容詞姉音 計ヰ [tIoJo チ 

h]ada] ( 静かだ ) は擬態語と考えられないのが 普通だが，三 %[tTojo 囲 

のように形容詞接尾辞・ 軒叫 がとれて副詞的になったり ，圭吾圭キ 
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[tfo め ndSo わ 1)] のように畳語形式になると 擬態語と感じられもする・ 

吾ヰ [u:Ida]( 泣く ) の派生と思われる 辛目 苦円 [u ㎞ OguImDl,]( 拉 ぎ 

そうなさま ) や 漢字諸子 村吋 ud36] ( 蹄蹄 ) の畳語と思われる 千円 

千円 [tfud3od3ud3o]( しきりにためら ぅ さま ) などが朝鮮語研究会編 

(1971) の 擬声 擬態語辞典に 見出せるのも 凝声 擬態語の画定の 難しさ 

を 物語っていると 言ってよい・ 漢字 語 三 % [tfo 巾 ml] ( 換ふ : 気をつ 

げること ) の畳語 圭せ 三 % [tjo:J ㎞ d3ofim] なども擬態語的なところ 

があ る・なお，一般に 畳語形式になると 鞭声擬態語と 感じられる傾向 

があ ることは注目して よい ・また 擬声 擬態語には畳語形式を 持ち ぅる 

ものが多いことは 事実であ るけれども，畳語形式を 持ち ぅ るかどうか 

が 必ずしも 擬声 擬態語であ るかどうかの 判断の基準になるわけではな 

い ・擬態語的な 音象徴 語 6 % 柵計ヰ [khamk@hamhadal/ 沼沼 計 4 

[kh0mk@homnhada] ( 真っ暗 だ ) など，数は多い・ 擬声 擬態語と一般 語 

との境界は唆味なものなのであ る・苦辛 巾 u ㎏ pu り ( ばりばり : 頭な 

どを掻くさま ) などは擬声語と 擬態語のいずれなのか 区別に迷う例で 

あ る   

1-3. 擬声 擬態語に準ずる 漢字 語 

朝鮮語のすべての 語彙は，固有 語 ( 朝鮮固有の単語 ) . 漢字 語 ( 日本 

語の漢語にあ たる ) . 外来語 ( 主として西欧語からの 借用語 ) の三種に 

分 け 5 るが， 擬声 擬態語に準ずる 漢字語も多数存在している : 

舟弁 引用瑛子音 1=,] 二 三毛 / 柱 キキ 司 

[julu Ⅱ l t Ⅰ 0 士 Pp 下 ku ⅠⅢ n Ⅱ h ㎝ⅠⅢⅡ㎝ n san Ⅰ p0 り ur Ⅱ 

悠々 と / 乳色の雲が流れる /m の 峯 ( 金容 浩 「五月の誘惑」 ) 

甘 毛利哨舎 可 ユノ和司同型目柱 ヰ ! 

[pammn@ssbjogiul@ ps:go@ tpimt@imhi@ kip'@aganda] 

夜は 夜明けるはらみ / 沈沈 と 更けてゆく ( 具相 淳 「初夜」 ) 

参考 : 春宵一刻直千金 7 芭有 清香月 右陰 歌管櫻蔓 入寂寂 

鰍礎院 藩校沈沈 ( 蘇賦 「春夜 詩 」 ) 

こうした漢字 詰 は，寂寂 卸叫 [tWak? 竹林 khhada] ( 寂しい ) のよ 5 に 

・ 軒ヰ [hada] をとって形容詞に ，また寂寂 司 [tfo け t ね kkhj] ( 寂しく ) 
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のように・ 司 [hj] をとって副詞として 用いられるのが 普通であ る・他 

にも 皿皿 山中 [tfl 、 OptP り p?sand3url] や盤 蛆 [tP 巧 ptJhop] 卸叫 の畳畳 

( 山などが幾重にも 重なっているさま ), 坦坦大路 [tha 拙 handEr0] の 

坦坦 ( 広く平らかなさま ), 段段 [   mnmWn] 苛ヰ a 砲声などが轟きわた 

るさま ) や 満満 [ma ㎜ la 利 さ 7 目・ ( 自信などが満ち 溢れるさま ) など 

擬態語的な漢字 語は 多 い しまた頻繁 [Pjnb0 町 計叫 ・ 暖味 [e:mE] 計 

可 ・ 溌刺 [pallaI] 計 可など，元来擬態語起源とされるものも 多い・ 

こうした漢字語の 存在は日本語と 照らし合わせて ョド 常に興味深いが ， 

以下では基本的に 固有 話 における オノマトぺ についてのみ 見てゆくこ 

とにする・ 

1-4. 擬声 擬態語の語彙 数 

朝鮮語の擬 声 擬態語が何語あ るかについては 明確にしがたい・ 一 つ 

には上述の凝 声 擬態語の画定の 問題があ り，いま一つには 擬声 擬態語 

は一般 語 と異なり，話し 手が自由に作れる 許容度が大きいとい 5 問題 

があ るからであ る・使用された 語彙がその話し 手のみの臨時的な オ / 

マトぺ なのか，あ るいは広く用いられる 語彙なのかとい 5 問題を考え 

ると，どこまでを 朝鮮語の語彙とするかが 非常に大きな 問題となるの 

であ る・翻って辞書に 何語登録されているかを 考えるにしてもやはり 

撫育擬態語の 画定の問題からば 逃れられないし 辞書には現実にほと 

んど用いられない 語彙なども多く ，実際の総数の 決定は難しい・ 通 時 

的な変遷も見逃せない・ただ ，一応の目安としては ，いくつかの 数字 

をあ げることができる・ 例えぱ ，論者が調べたところでは ， 叫 幸手 

(1989) の朝鮮語分類辞典には 93 ぺ ー ジにわたって 総計 3863 語の擬 

声 擬態語が収録されている : 

擬声 ・ 語 1104 話 一 

「形容擬態」 725 詔一 一擬声 擬態語 3863 

「動作擬態」 2034 話 Ⅰ擬態語 2759 話 一 

あ るいは Ftjndljng (1985) に よ れ ば ，朝鮮語研究会編 (1971) の緩 

声擬態語辞典には 3780 話，交替形の 組を一っと考えると 2416 語があ 

るとい 5. 菅野裕 臣 (1986) は，延辺言語研究所編 (1982) には，鞭声 
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語 2129. 擬態語 6157 話，計 8286 語があ るとしている・ただし 同一の 

単語が多義的な 場合肛は重複してあ げられている・ 青山秀夫 (1972). 

(1977) では交替形の 組を 1 語群と数え，擬声語は 394 語群，擬態語 

が 802 語群あ るとされている・また 青山秀夫は延べ 6600 語を辞典か 

ら 得たとしている ( 朝鮮学会発表 1989). 朴基完 (1984) には " ソ グ 

ル学会による『， ln せ昔 4%  ( 新 ハンバル辞典 )J1 (1973) から 1950 の 

語彙が上げられている・ Fabre(1970) は 3664 語を辞典や文学作品か 

ら 拾い出したとい 5. 許卿姫 (1989) は F Ⅲ寸土韓日辞典Ⅲには 2348 

語があ るとしている・ 結局， 2000 から 8000 ，おおむね 4000 といっ 

た概数になってしまうが ，かなりの数になることにげは 間違いない・ 

なお，擬声語はおおむねどの 言語でもあ る程度存在するようであ る 

が ，朝鮮語の擬態語の 豊富さは特筆すべぎであ ろう，いずれにせ よ擬 

声 擬態語の語 換 数の現実的な 数字を上げるためには 大規模な語彙 使 m 

調査が不可欠であ って，今後の 擬 声 擬態語研究は 辞書を基礎にした 研 

宛 ではなく，そうした 現実の語彙使用調査から 出発せればなるま 

い (2). 

2. 擬声 擬態語の音と 形式 
2-1.  母 土 

目 

擬声 擬態語を構成する 昔の特徴を見る と，入 っあ る単母音のうち ， 

ト [a]. ,1 [0]. 一 内 ] の頻度が高く ， Ⅱ [e] や q [n e] の頻度は圧倒 

的に少ない・ 日本語でも ヱ 段の母音を持つ 擬声 擬態語が少ないことに 

照らして興味深い・ 

出現頻度の調査ではないが ，村墓 完 (1984) は， 1950 語の擬 声 擬態 

語 のうち，それぞれの 母音を単語の 末音節に持つ 語彙が何語あ るかを 

調査した・それによって 百分率を算出してみると 次のとおりであ る : 

(D-1@ [o]@ 465(23.9%)@ @1-@ [a]@ 430(22.1%)@ @- Ⅱ   ]@417(21.4%) 

④ 丁 [u] 311(16.0%) ⑤ l [i] 166 (8.5%) ⑥ エ [0] 101 (5.2%) 

の n [w  5] 32 (1.6%) ⑧Ⅲ [e] 25 (1.3%) ⑨ ， r   け i] 3 (0.2%) 

また 許卿姫 (1989) によると語末で①「 [0] ②一は ] ③ ト [a] ④ 丁 

[u] ⑤Ⅰ 田 ⑥ エ [0] の順となっていて 朴基完 (1984) とおおむね一致 

一 27  一 



している， 同じく註脚 姫 (1989) によれば語頭では① ト [a] ② 4 回 

③ T[u] ④ エ [0] ⑤ 1 田 とされており ，母音 一 [m] は語頭では少 

ないことがわかる． 

朝鮮語研究会編 (1971) の 擬声 擬態語辞典の 50% の語彙を対象に 

したという Fiindling (1985) の調査によれ ば ，それらの語彙の 全音 

節に占める母音の 比率は次のとおりで ，①位から③ 位 までの ト [a]. 

一 Im] . .1 回、 の合計を見ると 56.88%  という高率であ る : 

(Dl ・ [a] (19.89%)  ② 一 [m]  (18.51%) @-1 [o] (18.48%) 

@-r@ [u]@ (15.01%)@ @1@ [i]@ (10.89%)@ @a ， [o]@ (8.17%) 

@fl@ [e]@ (3.65%)@ @fl@ [e]@ (1.59%)@ @4@ Ⅱ   a]@ (1.33%) 

擬声 擬態語の音的特徴を 見るには，これまではあ まり行なわれてこ 

なかったが，朝鮮語一般の 昔的特徴と対比して 観察することが 必要で 

あ る・朝鮮語の 固有詔一般としては ， 辛 利 せ ・牢舎 (1985) に よ ると， 

それに収録した 語彙を構成ずる 母音は① ト [a] ② ] 田 ③ ィ [0] ④ 丁 

[u] ⑥ エ [0] ⑥」Ⅳ ] ⑦Ⅱ 同 ……という順になっている・ 開音節で 

終わる固有語の 語末の母音だ け 見ると① ] Ⅲ② ト [a] ③ Ml [e] ④ 丁 

[u] ⑤ エ [0] ⑥ 可 [e] の 一 Ⅰ   1] ……の順であ る・ 固有 語 のみならず 漢 

手話・覚来語を 含めた短編小説のテクストについて ，論者が簡単に 調 

査したところでは 全母音字母の 出現頻度の 5 ち，母音は ; 

の ト [a] (25.4%)  ② 一 Ⅰ   i] (17.6%)  ③ 1 [j] (12.5%) 

④「 [0] (11.8%)  ⑥ - 「 ， [0]  (8.8%)  ⑥・ r [u] (5.9%) 

の fn [6] (2.6%) 
となっている・ 結局， 擬声 擬態語の母音の 特徴としては : 

1) 一般 語 同様， ト [a]. 一 [m], 4 回が多く ， Ⅲ [e]    fn [s] が 

少ない 

2)  一般 語 に比して，緩声擬態語では ] 田の頻度が相対的に 低い 

と言える・後述する 母音調和の観点からは ，母音 1 田はいわば確 

固たる ぺァ を持たない母音であ って， そのことが 擬声 擬態語で 1 田 

の 頻度が相対的に 低い原因の一つかもしれない・ 

なお，朝鮮語の 長母音は基本的に 第一音節にのみ 立ち ぅ るものであ 

るにもかかわらず ，緩声擬態語や 青象徴 語 では強調されるとしばしば 
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第二音節以降でも 長母音化する・ 語末ではこの 傾向が顕著であ る : 

せユ可 Ⅱ [saIg Ⅲ ( こっその 

甲ユ司 [p 憶 g ㎝ re 卜 [p;Dg ㎝ re:]  ( にっこり : 笑 う さま ) 

可叶 軒別 [P 汁 takkhageM Ⅱ pi?ta:kkhage]  ( 斜めに ) 

2-2.  子 土 
日 

母音と同様に 俺 ndling  (1985)  によって 擬声 擬態語の子音を 見て 

みる．子音ゼロの 場合も含めた 音節の頭昔は 次のとおりであ る : 

① 己 [ 「 ]  (11.31%)  ②「 [k]  (10.91%)  ③ c  [t]  (10.68%) 

④ ゼ P  (8.79%)  ⑤ ス [tf]  (8.73%  )  ⑥ 入 [5]  (7.05%) 

⑦ 日 [p] (6.62%)  ⑧「「 p?k] (5.78%)  ⑨ TC P7t] (3.99%) 

⑱ 麻 [?tJ](3.89%) 

三回は語頭には 立たないので 必ず三音節目以降に 出るにもかかわ 

らず頻度は高 い ・朝鮮語学で 平首と呼ぶ [k][t][tJ][s][p] の頻度が一 

般 に高く，漣音 p?k]P?tH][ Ⅲがこれにつぎ ，敵背 ( 帯気音 ) は低い・ 

一般語を見ると ，論者の簡単な 調査で音節の 頭昔の字母は : 

① ゼ p  (27.9%)  ② r [k] (13.6%)  ③ 入 15] (9.9%) 

④二回 (8.8%)  ⑤ L  [n]  (875%  )  ⑥三回 (7.0%) 

⑦ 入 [tf]  (5.9%  )  ⑧ 宜 [h]  (5.5%  )  ⑨ 田 [P]  (4.8%) 

⑯ ロ [ 刮 (3.3%) 

となっており ，擬声語擬態語とはやや 様相を異にしている・ 擬声擬 

態 語の音節の頭昔の 特徴をまとめると : 

1) 一般 語 に比べ頭子音ゼロの 音節が少ない 

2) 一般 語 に比べ三田が 多い 
  

3)  一般 語 に比べ u Ⅱ・ 入 [s]. 寺 [h] が少ない 

4) 一般 語 に比べ 濃昔が 多い 

5)  一般 語 同様子音では r [k] が最も多い 

ということが 言えよう・母音に 比べ子音 は 一般 語と擬声 擬態語との 

違いが顕著であ る・なお，語頭が L.[n] の擬声語はほとんどない・ 叶 

舎岡 aon] 0 にゃ あ お : 猫の鳴き声 ) と時 せ岡 am 仮 am 叫 ( もぐもぐ : 

子供などがおいしそうに 食べるさま ) ぐらいであ るが後者は擬態語的 
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であ る・語頭がロ 向 ] の擬声語も哺 噌 [m]e:mmns 胡 ( み一 んみん : 

蝉の鳴き声 ) . 円円 吋 onmon] ( わんわん : 犬の鳴き声 ) . 可 ㎞ G:] ( め 

ええ : 山羊の鳴き声 ) など数えるほどしかない・ 

擬声 擬態語の音節米昔は 皿 nd]jng (1985) に ょ れば次のとおり : 

①母音 (34.87%)  ②「 Wk]  (19.65%)  ③ 已 [1]  (18.67%) 

④ 0  fa]  (13.89%  )  ⑤ L  岡 (5.01%  )  ⑥口は ]  (3.95%) 

⑦ 亡円 (3.23%)  ⑧ 田凹 (0.75%) 

開音節を除けば ，音節米に立ち ぅる 7 種の子音のうち ， r Hk] だけ 

で 30.18%, 軟口蓋音の「 [k] と 0 [U] で 51.48%, さらに 己 凹 

まで合わせると 子音の 80.15% に達する， 

なお擬声語では 音節米昔にロけ ] が立っのは 哺憶 [tombon] ( ざぶ 

ん : 水に入って行く 昔 ) など，基本的 に甘 [b] の前のみであ る・また 

音節米に目 [P] が立つことはほとんどない・ 擬声語では三田が 音 

節米 昔 となるのは昔昔 p?k ㎡ ?kuIl] ( ちっち っ : 舌打ちする 青 ) など 

音節頭首 が 「 [k]. 「 r[P 吋 ， ヲ [kb], 仁田・ 瓦 [?t]. ヒ [t Ⅱ ，入 [tJ]. 

ス [7tf]. 天凹 h] と母音の場合のみ ，即ちⅣ t/tf-v-l の組み合せに 限 

られる・ 

一般語の場合の 音節米音字母の 出現頻度は次のとおり (8): 

① ゼ P  (48.2%  )  ② u  同 (16.9%)  ③ 已 [1]  (12.1%) 

④「 pk]  (4.8%)  ⑤ 八 [ 。 ]/75/  (3.7%  )  ⑥ 六 [t Ⅴ s/  (2.9%  ) 

の 0  [n]  (2.6%)  ⑧ D  [m 刈 (1.8%) 

ここから 擬声 擬態語の音節木青の 特徴は次のように 要約できよう     

1) 一般 語 に比べ「 [l 。 ]. 0 [n] が非常に多い 

2) 一般 語 に比べ」 [n] や仁 / 八円が少ない 

3)  調音点が後ろの 音ほど多い 

2-3. 音節構造の型 

朝鮮語の基本的な 音節の構造は CV および CVC であ るが， 擬声 

擬態語も同様であ る・ F 廿 ndIjng (1985) は 65. 弗 % を 占める CVd の 

構造の音節を 擬 声 擬態語の「理想的な 音節」と呼んでいる・ 前節で見 

た よう 仁一般 語 では CVC の比率がより 低くなり， CV が増える・ 
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擬声 擬態語を音節数から 見れば 一 音節語や三音節 語 に比べ二音節 

語 ・回音節 語 が圧倒的に多い・また 畳語形式をとるものが 多いので二 

音節 語 ・回音節 語 ・大音節 語 といった偶数音節 語 が多くなる，ほとん 

どの 一 音節語は畳語形式によって 二音節 語 となり ぅるよう であ る・ ま 

た 畳語形式でしか 用いられないものもあ る， 

畳語形式を中心に 主要なタイプを 見ると次のとおりであ る・畳語形 

式の』 つめ 単位を A で示し同じ昔の 繰り返しを AA, 似た青の繰 

り 返しを AA, で表わす・また A と異なるものを B, AB いずれとも 

異なるものは C で示す : 

①一昔 節語 : 

A  P-l 。 ]  可 [t 呵 <]  にとっ : 軽いものがぶつかる 昔 ) 

ヰ p?kwa り ( ぎゅ っ : しっかりつかむささ ) 

[-%]  号 [khun]  ( どしん : 重いものがぶつかる 青 ) 

毬 [pMi 朝 ( くらっ : 眩 母がするさま ) 

p-t]  英 P?tf Ⅲ t]  ( ちっ : 舌打ちの音 ) 

[-v]  千 P?tu:]  0 ビ ー : 汽笛の音 ) 

一 音節語の音節木昔を 見ると，擬声語・ 擬態語を問わず 軟口蓋音「 

[k]. 0 [n] がほとんどで ，開音節のものは 擬声語に少数があ るのみ， 

擬態語には見られない・ 六円も例外的で ，己 Ⅲ・ロ向 ]. ロ [P]. 

L [n] などは基本的にないと 考えて よい ・音節米背中姉位を 占める三 

山も見当たらないのは 興味深い・ ちなみに日本語でも 「どん」・「 ば 

ん 」など二拍の 単語では「 ん 」で終わるものが 多い・なお，これから 

見るとおり， 一 音節 語 に現われた軟口蓋音の 優位はすべての 擬声 擬態 

語に貫徹している ， 

音節米 青が 基本的に「 凹 ・ 0 [ り ] に限られるので ， 一 音節 語 だと 

当然組み合わせの 数も限られ，語彙数は 少ない・例えば 叫宰千 (1989) 

の辞典に収録されている 一 音節語を観察すると 次のとおりであ る : 

音節米 昔 l 緩 声 l 形容擬態 @ 動作擬態 l - 一 - Ⅱ - 十 

37 8 44 89@ (56.3%) 
53@ (33.5%)   Ⅰユハ リ   

計 @  98  l 9 51 1 158J@(100.0%) 
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この辞典では 1104 語の擬声語のうち 8.9%, 2759 語の擬態語のう 

ち 2.2%, 全緩 声擬態語 3863 語の 4.1% が」音節 語 であ る・ 許卿姫 

(1989) から割り出しても 全 2348 語中 99 話， 4,2% であ るから比率 

はほぼ一致する・ 

一 音節語の擬声語は 長母音でないかぎりほとんどが 瞬間的な音を 表 

すもので，特に 音節木 青が 「 [k] のものには昔が 急に停止する 印象が 

顕著であ る・音節米 青が <@ [D] になると青にやや 余韻が残るなど ， 昔 

の 消えかたが r [k] よ りは鈍くなる・ 

② 三 音節 語 : 

AA  pk 、 l 。 ] 榊棚 [?tfe@Pt た k]  ( ちいちい : すずめの鳴き 声 ) 

け ・ 1] 喧喧 [t 田 d 刮 ] ( ぶるぶる : ふるえるさま ) 

[-rl- 別キ 与 [thu 雄 hu 如 ( ぱ んばん : 腫れたり太るさま ) 

[,p.P] 袖袖 [   tfap?tfap]  ( びちゃびちゃ : 食べる 昔 ) 

卜 m-m] 皆皆 困 jam 血 am]  ( もぐもぐ : 子供などがおいしそ 

ぅ V= 食べるさま ) 

卜 V.V] 司同 [hjh Ⅰ ( ひひ : きまり 悪 そうに軽く笑 う 

さま ) 

AA ， ト 1 。 -k] 号叫 P?Sulk?Sal,]  ( さっ : 素 速く行 う さま ) 

AB  [.k.k] 斗神 [P"OkPSal 。 ]  ( ず ず つ : 崩れ落ちるさま ) 

い、 k] せ杵叩 ， aIkWak]  ( カシャッ : カメラのシャッ タ 一 

昔 ) 

[.V.l,] & ト甘 [w 打 al,] ( ぐ いっ : 急に引っ張るさま ) 

[.m-k] 袖、 ヰ [?kamn?pat 、 ]  ( ちかっ ， ばちくり : 光 やまばた 

き ) 

ト n 、 k] 社号 [tfan?tmk]  けんと，たっぷの 

[-p. り弔や [t0p7s0 り ( か んず : っ かむささ ) 

向叫 号 申 [P"undo 田 ( どぼん : 大きなものが 水に落ち 

る 青 ) 

[-1 円 ] 圭祐 囲 hul ね胡 ( どっぷ ん : 水がゆれる 昔 ) 

ト m 弓 ] 哺柑 [tombg% ( どぶん : 水に落ちる 昔 ) 

[.V 弓 ] ヰ吾 Ujao 田 (F ゃおん : 猫の鳴き声 ) 
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[,v-l] 矧昔 p?kwe 改 o1]  ( ほ一 ほげきょ : 鴬の鳴き声 ) 

[-l- ㎝ ] 可廿 [hil 玉 ㎝Ⅲ ]  ( じろ り : 横目で窺い見るさま ) 

[-1. Ⅱ豊モ [ 田 l?k ㎝ 呵 ( かっと : 腹 を立てるさま ) 

[,V- Ⅱ ] ス Ⅰ ぜ [5a?pun] ( そっと : 静かに踏み出すさま ) 

トか t]  憶夫 [Pa も gmt] くにこっ : ほほえむささ ) 

[-I 、 t] 雙芙 [h 田 k Ⅲ t]  ( ち も り : 横目でにらむささ ) 

[-n.t] 咄 美り n?t ㎝ t] ( ちらりと : 一見するさま ) 

ト V-t] 神奨 [sa?put] ( そっと : 静かに歩くさま ) 

ト m- Ⅵ 菩可 [ 「 mmms:]  ( も 一 : 牛の鳴き声 ) 

三音節 話 になると音節木 昔で 軟口蓋音の他に 三山の頻度が 高くな 

り， 他 E も八円・ ロ 向 ], 日 [P]. し [n] などが少しづつ 用いられる 

よう になる， AA ではほとんどがい・ k].[-1.1].[.q, 胡の型で ト P.P] 

やト m- 司は例覚的・ AA, は非常に少ない・なお [-I-k] が特に擬声語 

に多い・また 二つの経声の 継起する順序では ，調音点が前の 昔が前に 

立ちやすく，後ろの 音ほど後ろに 立ちやすい傾向があ る， 
③三音節 語 : 

AAA  叫叫叫 P?ta?t 鮭 ta]  ( パパパ : ラッパの音 ) 

AA,A"  千早早 [UUururuk]  ( す一 つ : 細く水の流れるさま ) 

AA ， B  千号せ [tudunl 山 ( ばっかり : 月や船が浮かぶさま ) 

AAB 司 同甲山 @ 出が。 ] ( くすくす : 笑 う 様子 ) 

ABA ， せ オヰ [talqadak]  ( かたん : 軽 い 物がぶっかる 昔 ) 

ABB 早ス H メ ]  [Pu Ⅰ 吋可 ( おもむろに起き 上がるさま ) 

ABB,  叫才珪 p?kwadant@han] ( どすん : 倒れる 昔 ) 

ABC 甲ユせ [?tsng Ⅲ ran] ( からん : 鐘の音 ) 

三音節 語 では ABc が多い・ここでも 調音点が後ろの 音ほど後ろに 

なりやすいという 終 声の継起する 順序の大きな 傾向は変わらない．ま 

た三音節 話 になると瞬間的な 音や様子を表すものは 少なくなり，持続 

的な音や様子を 表すものが次第に 増えてくる・ 

④回音節 語 : 

ABAB ( 二 AA) 

， け円 吾叶奇叶 ISOk?tak?SokWtak] ( ひそひそ : ささやくさま ) 
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せ叶 音吐 [Pham?ta"phaIWtak]  ( ぴょんぴょん : 小さな動 

物や子供が跳んでかくさま ) 

祉叫甘叫 Pkam7pak?kam?pal@]  ( ちかちか : 明かりが 

またたいたり 目をばちくりさせるさま ) 

屯叫雙神 [pm? 吋 ak?pm7tfak]  ( きらきら : りへさく光る 

さま ) 

号叫千円 P?tub 尹 ?tub 卸 ( 人や大きな動物が 偉そうに 

歩くさま ) 

を子を千 [ 改 antPbU 虻 kantJhU 囲 ( ぴょんぴょん : 兎が 

跳ねるさま ) 

せ憶せ 時田 haIba 邸 Palba 可 W は ちゃばちゃ : 水遊びな 

どの水の音 ) 

ュ憶ユ申 [k ㎝の nguIr0 「 i] ( なみなみ : 涙や液体が溢れそ 

ラ サこ なるさま ) 

寸せ 寸せ [kup?filgup?fil]  ( ぺこぺこ : へ つらって腰を 

屈めるさま ) 

俺竜 心音小 り 9 ㎝Ⅲ り 9 ㎡ ] ( にこにこ : 笑うさま ) 

噌奄咄 せは omfillomJiI]  ( うね う ね : 波打つさま ) 

千苦千苦 [kubu]gubuI] ( くねくね : 曲がりくねるさま ) 

せ吾せモ [PandurIbandutl] ( つるつる : 艶があ って滑ら 

かなさま ) 

田居何号 [sgr)kl,tumsonkhw 岡 ( のっしのっし : 大股で 

歩くさま ) 

せ昔せ 昔 [saIg ㎝ msaIg ㎝ 団 ( こそこそ : 人に悟られな 

いよ 5 に歩いたり這ったりするさま ) 

日号Ⅱ 吾 [todTumdadm 刈 ( つっか え つっか え : 何度も 

つっかえながら 話したり手でたどるさま ) 

キ 袖手 @@1 [Phuk 咋叩 "uk?fin] ( ふかふか : ふとん や ソフ 

ァーが柔らかいさき ) 

圭モ告モ [s 耐 gmns Ⅲ lg ㎝ n] ( ぎこぎこ : 鋸の音 ) 

千千千千 [s ㎎ unsugun] ( ひそひそ : 低い声で話すさま ) 
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Ⅰ - り ・ 七 ] 叫 天時夫 [Pang Ⅲ t?pang ㎝ t]  ( にこにこ : ほ十 まえむささ ) 

l-n.t]  せ夫 咄 美田 and Ⅲ 坤 pand ㎝ t] ( ぴんと : まっすぐ整って 

いるさま ) 

[.V.t]  王戎三 % [n Ⅲ nm ㎝ rit] ( のっそり : ゆっくりした 動作 ) 

トが Ⅵ 干刈 苦 川内 unae 田 unae]  ( もくもく : 雲が立ち昇るさ 

ま ) 

い， Ⅵ せ司柑司 [s 甜 esolIe]  ( いやいやして 首を振るさま ) 

AA,AA, ( 二 AA) 

い -k]  吾 甘キ 舟 [SOk ㎏ ak?So 眩 ?Sak] ( ひそひそ : ささやくさま ) 

ABA ， B@ (=AA ， ) 

与 号せ 千 [t ㎡ ?tVunnal?tluk] ( でこぼこ : 面や線状のも 

のに凹凸があ るさま ) 

全テ豊夫 [uIa Ⅲ t?p Ⅲ g ㎝ t] ( 色 とりどり : 多くの色がき 

れいに点々と 混じっているさま ) 

音オ号 Ⅱ [og 卯 d3oogi] ( ばつ ぽつ : 小さなものが 集まっ 

ているさま ) 

ABCB ( 二 AA,) 

早 号叫号 [t ㎡ d3Uk7pak?tfU]] ( ごちゃごちや : 混ざる さ 

ま ) 

ABCB, ( 二 AB) 

辛可せ神 [ommfak?tal7sak]  ( 微動すると 5 す ) 

ABCC ( 二 A 玉 ) 

心 ユ三三仙印可㎝ 迂 ㎝ r 刈 ( くるる っ : 回るさま ) 

ABB ， C@ (==AB) 

斗神 円柱 [wak? 吋 ad3i7kol]  ( がやがや : 騒々しいささ ) 

ABCD  甘 ヱ円円 [mul?k Ⅲ r0mi]  ( ぽんやり : 見るさま ) 

目 叫号 柑 [oriduI)d5o1]  Q はげ っ と : 面食らうさま ) 

回音節 語の ABAB ( 二 AA) の型がすべての 畳語形式の中でも 圧倒 

的に多く， また豊富な音を 取り 5 るので最も安定した 形と言ってよ 

い，ただしどんな 音でも構わないというわげではなく ，語末は二音節 

語 と同様 [-k].[.1]. 向 ] が多い・音節米晋の 組み合わせも 多くは上に 
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列挙した型 に 限られている・ 擬声語は三音節までのものが 多く，回音 

節 語 以上になると 擬声語が相対的に 少なくなって 擬態語の比重が 大き 

くなる・緩声擬態語のうち 音節米 に [,P].[ 、 m] を持つものの 多くは擬 

態語であ る・なお日本語でも ABAB の型が非常に 多い・ 

⑤五音節 語 : 

(AB) 
ヰ 三号・号音 [urrurtUnkhwan ゅ wan]  ( ごろごろど一ん : 落雷の 

昔 ) 

辛榊モ ，号叫 [Ud3i?kuIn?tUk?tak]  ( ぱきぱぎ : 鈍く折れ壊れる 

青 ) 

辛辛手摺 ㌍ [hururuk?t ト P?t 卜 P] ( ずるずる ぴ ちゃっ : う どんな 

どをすすって 品なく食べる 青 ) 

五音節語は極めて 数が限られてくる・ 許卿姫 (1989) に よ ると 圧瑛 

地上韓日辞典まには 14 話 ， 0 ・ 6%  しかないとし 5. ただし本稿の 最 

初の例は同辞典にはない・ Fabre (1970) は 8 語をあ げている， 甘辛 

千 (1989) には 叫叫 ユニ 旦 P?tak?tagurmr 刈 に ろ ころ : 堅いもの 

がぶつかって 転がる 昔 ) の 交替 形 4 話と [ud3i?kumn?tuk?tak] の交替 

形 2 話 ，計 6 語の擬声語しかない・ 五音節 詰 は二つの語根を 結合した 

ものしかないようであ る・語根の境界を ，ト 」で示しておいた・ 

⑥大昔 節語 : 

ABC ABC ( 圭 AA) 

吾司 甘苦 司叶 P?komd3ira 坤 komdgjral 。 ] ( ぐずぐず : 動作がのろ 

いささ ) 

Ⅱ 吾ち 目言 申ね s 研吋 OsmI 均 ] ( のそりのそり : 虎などが歩くさ 

ま ) 

千引 せ 千円 咄 [tufjbonduribm@]  ( きょろきょろ : 見回すさま ) 

千円目千円円 mud3oridSudSori] ( たわわに : 果物が 鈴 なりにな 

るさま ) 

ABCA,BC (=AA,) 

モ 三司 可 三司 [konduiremand Ⅲ re] ( ぐ てん ぐ てん : 酔った様子 ) 

五音節 語 よりは数が多くなる・ 許卿姫 (1989) では 216 話とされる・ 
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ほとんどが語末は 卜 ].[. Ⅲとねり，川は 激減 する ・大部分が AB 
CABC, つまり三音節語を 畳語にした AA に還元できる 型であ る・ 

の八音節 語 : 

ABA,D ABA,D ( 二 AA) 

竜司 雙吉 車前 せ 円位 り Ulebol?tokkl@aIleb 目 ?tg り 

( ぜいぜい : 息を切らして 走るさま ) 

AABBAABB ( 二 AA) 

同 同辛辛 周卸 辛辛 囲 hikKhikpho ㎏ hok 町村 ktfhikphofkpholc] 

( シ 」 ッ シュッポッポ : 汽車の音 ) 

八音節 語は 基本的には回音節語を 畳語にした AA という型に還元 

できるものしかなさそうであ る・ 許卿姫 (1989) によると 5 話， Fabre 

(1970) では 3 話 とされる・八音節 諸 になると 1 単語なのか 2 単語な 

のか区別しにくくなる・ 

日本語でも「 ホ 一ホ ケキ 。 」 めよう に長い音節を 持つものは少ない 

が ，朝鮮語でも 一般には 5 音節以上のものは 見出すのが難しくなる・ 

数少ない五音節 詰 も， ABCDE とい 5 ような形式のものは 見当たら 

ず， 基本的には AB のように二つの 語根が結合したものとなって い 

る ・大音節語は 五音節 語 に比べかなり 数は多い げ れども，やはりほと 

んどが AA の畳語形式であ る， 八音節 話 になると実際に 用いられる 

ものは非常に 少なくなり，あ ったとしても AA の形式であ る・ セ昔 

節 詰 は見いだせない・ 結局一つの語根としては 4 音節までとい 5 こと 

になろ 5. 

菅野裕 巨 (1986) も指摘する よう に， AA の畳語形式の 多くは継続 

性・多国性を 表し， AA' はしばしば多様性を 表す : 

A  弔 [ Ⅰ te り ] ( か あ ん : 鐘が 1 回 鳴る 昔 ) 

AA  咄咄 P?te 蛆 t 呵 ]  ( かんかん : 鐘が複数回鳴る 昔 ) 

AA, 吾 オ手 オ [ongid3ong Ⅱ ( ぽつぽつ : 小さなものが 集まって 

いるさま ) 
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3.  擬声 擬態語の昔と 意味 

3-1.  母音の交替と 母音調和 

日本語の korokoro/karakara Ⅳ gorogoro/garagara  のような母音 と 

子音の交替は 朝鮮語の擬 声 擬態語においても 極めて生産的であ る・ 

母音の交替においては 特に湯母音 / 陰 母音の交替が 特徴的で，おお 

むね次のような 意味上の傾向を 認めることができると 言われている : 

湯母音 ト [a]. エ [0]: 小 。 少 ・ 弱 ・ 狭 ・ 薄 ・ 明 ・ 粗 ・ 美 ・ 善 

陰 母音 ィ [0].T[u]: 大 ・ 多 ・ 強 ・ 広 ・ 厚 ・ 暗 ， 密 ・ 醜 ・悪 

例えば湯母音 ト [a] を用いたを せ p?kalkaI] は主に若い娘や 子供 

などの明るい 笑い声を表し ， 陰 母音「 [9] を用いたを 祖 [?ko17 ぬ 1] は 

年配の男性の 笑い声を表すの に 用いられる : 

川オ 甘苦訃告 ヱ肴 吉旦 ヱ 叫号毛をを英 辣千 Ⅱ 叫 ・   
私が慌てる様子を 見て子供たちはきゃっきゃと 笑いました・ 

P?kaP?kaI] 

せ 。 ト 田刈 毛利円目 吾と可 青二Ⅱ円型杜夫二 % 吾 Ⅱ 叫 ・   
おじいさんは 私の頭を撫でながら 千引 ま はとお笑いになりました・ 

pPkoP?koI] 

また湯母音工 [0] に よ る貴号 [kboIkhol] は子供や小さな 動物など 

が寝息を立ててかわいらしく 眠るさまであ り， 陰 母音 T[u] の舌音 

[kluuIkhul] は大きな動物や 大人が鼻息をたてて 眠るさまとなる : 

甲叫 号叫 せ Ⅰ 杵 。 ト Ⅱ 与 香音 吾吾 スト 7 ⅠⅡ 甘麒吾 Ⅱ 叫 ・ 

母さんの胸に 抱かれると赤ん 坊はすやすや 眠りはじめました・ 

[kholkhol] 

王叫与珂モ司 Ⅱ畳音 叫 ユ % 与エせ 01 叫 ・   
兄さんは疲れてぐうぐう 寝ているよ 5 だ ・ 

[khulkhu]] 

程度の差のみならず 快 / 不快の対立が 鮮明に現われることも 多い : 

ュ丑 引モ 可叫 =  吋音寺寺卸 円円月 子娯叫 ・ 

その恵みの雨はひからびた 土地をしっとりと 湿らせてくれた・ 

mh0ktPhokkhage] 

せ告 Ⅱ 千甘 01  吾 ヂ円英司 4  千千 卸卸挨辣 Ⅱ 且 ・ 
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汗 をあ まりにもたくさんかいたので 服がぐっしょり 濡れました． 

rtfhUkKJhUkkhage] 

朝鮮語には 1 単語内に 湯 母音 と陰 母音が共存しない 母音調和が存在 

した，ハノ グル が作られた 15 世紀にはかなり 明確であ ったが，現代 

語 においては用言の 活用語基形成における 最後に残った 母音調和さえ 

既に崩れかかっている・しかし 上の例などでは 湯 母音 と陰 母音が混在 

したを 袖 P?kaI?koI] などという形が 存在しないことなどをはじめ ， 

緩 声擬態語においては ，母音調和が 一定に残っていると 言える : 

陽 / 除 

せ せ 昔昔 巾 alIanma Ⅰ ar)]  ( ふわふわ : まりやマシュマロのよう 

に弾力があ って柔らかいさま ) 

号 せ昔昔 吋 0Ilanmol ㎞ ]  U ふわふわ : できたての餅などのよう 

に柔らかいささ ) 

7 号帝号 繋坤 uIbom Ⅲ uI 吋 ] ( ふにゃふにゃ : 空気の抜けたボール 

などの柔らかいささ ) 

昔神 竜神 [?kol?kalc?kol?kak]/ 苦竹 舌客 P?kuP?kDk?kuI?kok] 

( ごぼごば : 溺れて水を飲み 込む 昔 )/( ごくごく : 水を飲み込む 青 ) 

ただしすべての 緩声擬態語で 湯母音 と陰 母音が共存しないとい 9 わ 

げではない． 

ト @a] ノー r 団 および 土 [0]/T[u] という湯母音 / 陰 母音の対立だけ 

でなく，次のような 母音の対立もしばし ぱ 見られる : 

ト [a]/ Ⅱ 回 /] Ⅲ 

甘夫 [pa り g ㎝ t] ( にこっ : 幼児などのほほえむささ ) 

憶 天山 D り g ℡ t] ( にこっ : 子供などのほほえむささ ) 

則夫 巾 ㎎ g Ⅲ t]  (E やっ : ごまかし笑いなどのさま ) 

}, [a]/ 一内 ] 

せ 甲田 [salmtjo Ⅵ 

叫 叫モ。 ] 町子 目ヰュ月セ せ目 困 去月旦鬼斗， 

私と目が合うと 彼女はそっと 笑ってみせた・ 

吉 月日 [s Ⅲ 血 gJj] 

ユ 号ヰ 畳エヰ 盲目叫号音な 辛辣 叫 ・ 
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彼は私を見るやそっと 身を隠した， 

甘辛 [tamwpuk]7 号 斗 [t ㎝Ⅲ ?puk]  ( たっぷり : 盛るさま ) 

ト [a] ノー沖 3/fM [5] 
せ言 [nall ㎝ 田 Ⅴ言言 血 mll ㎝ m Ⅴ 屯吾 [nslI   1 Ⅲ ]  ( ぺろり : 舌を 

出すさま ) 

Ⅱ ほり ] 凹 

憶 [p 鱗 r) Ⅴ 咽 [p ぬ ]  ( ぐるり : 回るさま ) 

可 モ % モ [mg?k ㎝ nmE?k ㎝Ⅱ 戸 @ モ引モ山   i?k ㎝ nm ㎡ ?k ㎝ n] 

( すべすべ : 肌などがすべらかなさま )/0 ぬるぬる : 鰻などが ) 

梱竜 相言 [se り g ㎡ sengulI Ⅰ   @ せ田 竜 [fiDQ ㎝小的 M] 

( にこにこ : 女の子などが 笑 う さま )/( にこにこ : 男が笑 う さま ) 

母音交替については naK (1958) が多くの型をあ げている・ 

3-2. 子音の交替 

子音では次のよ 5 な平首 / 濃青 / 激 昔の交替が特徴的であ る : 

郎憶 [psnb 珂赳叫 P?p 何 ?p り ] 何割 [ph 印 ph 叩 ] ( くるくる : 回る 

さま ) 

  上の例では 平 昔日 [p]/ 濃青届 [wp]/ 敵背 ユ [ph] の交替となって お 

り ，一般にこの 順で意味がより 強く，あ るいは激しくなると 言われる， 

しかし次の例の ょ 5 に 濃昔 / 激 青の交替が程度の 強弱というより 質的 

な差をもたらしているような 例も多い : 

寺号 P?tok?tok]  0 とんとん : 戸などを軽くノックするようなやや 

かたい 昔 ) 

辛辛 [t Ⅱ l0 Ⅱ え hok]  ( とんとん : 戸などを軽く 指先でたたくような ， 

あ るいは人の肩をたたくようなやわらかい 昔 ) 

苛苛 P?kUI 。 ?kUk] ( ぎゅうぎゅう : 上から下に押さえ 付けるさま ) 

寺号 山 hUkkhUk] ( ぐ つ ぐ つ : 指や 棒などで人などを 突くさま ) 

波音はしばしばかたく 密で鋭い印象を 与え， 激 青は鈍く激しい 印象 

を与える・ 

なお，すべての 緩声擬態語が 平首 / 濃昔 / 激 青の交替形を 持っている 

わけではなく ，いずれかが 欠けているのが 普通であ る・特に擬声語の 

うち動物の鳴き 声などは交替形のないものも 多い・ 
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また次の ょ 5 な 子音の交替もあ る : 

ニ [t].Tc@7t]. ヒ [tll]/ ス [t,H]. 双 [?tf]. 天 [t,I11] 

坤 P?ta:t,]  ( ぴったり，かっきり : 合致するさま ) 

叫号叫 叫 女手 せヰ <:,] 轍奴 Ⅱ 豆 ・   
私の体にぴったり 合 う 背広があ りませんでした・ 

柵 [tJha:k] ( ぴったり，べたっと : 密着するさま ) 

自同号令 計 千号 せ柵せ叫著目ぺ 一 千叫咄せ ュ % 千 4! 
あ んたたち二人は 一日中二二二上くっついておしゃべりばかりし 

てるのね ! 

子音の交替では 経声の交替も 見られる : 

「 凹 /o  [a] 
せ搾叶 [taIgac@ak]/ せ若憶 [taIgadan]  ( かたん : ぶっかる 昔 ) 

已 [1]7 人Ⅲ 

叫号時号 [pangMb 叩 gm Ⅳ 憶 六 % 天 [pang Ⅲ t?panq Ⅲ t] 

OF  こにこ : 笑 5 さま ) 

ロ [mV 入 [t] 

可晋 [hil 秋 ㎝ 岡 / 包夫 [hWk Ⅲ t] ( じろっ : 横目で窺い見るさま ) 

L [ 刃 / 六 mt] 

4 手 [saPpun]/ スト 英 [sa?put] ( そっと : 軽やかに踏むさま ) 

「 [k Ⅴ ゼ p 

菩 吾山 tllkkhutk]/ 立立 [U ㎝ hm] 

( くっくっ : 泣き声 )/Q ふふ : 笑い声 ) 

3-3.  母音と子音との 関係 

以上のような 母音・子音の 交替によって 膨大な数の語形が 得られ 

る・例えばせ オ叶 [taIgadak] ( かたん ) の変種は : 

第一音節の頭首 田 p7t] [th] [ Ⅲ p7 Ⅲ [tJI Ⅱ 

第二音節の頭首 [g] P?k] [kh] 

第三音節の頭首 [d] [r] 

第一第二第三音節の 母音 [a] [0] 

第二音節の母音 [a] [ ㎝ ] 
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叫 十円目Ⅱ ユ棚柳申 
七円 ql メレト 苦 ユ時平 里甘 ， せ 辛を咄せ 円叫 + 雙ヰ   

次 
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第三音節の末 青凹 [D] 
の変種を持つといった 具合で 100 や 200 ではない・ さらにせ 杵 

[ta ㎏ al,] という二音節語の 変種やそれぞれの 畳語形まで考えれば 理論 

的には膨大な 数となる・これらの 変種をどの母語話者も 同様に用いる 

わ げではなく，話し 手によっておのずから 範囲は定まってくるけれど 

も (4), 母語話者ならおおむねそれらのニュア ノス を同じよ 5 に感じ取 

るわけで，これらは 潜在的な，あ るいは可能性としての 語彙 群 なのだ 

と 言えよう・ 

母音と子音の 交替 形 がどのように 用いられているか ， 前 ぺ ー ジに漫 

画 ( 房学基 ・ 高 羽柴， 目 モ巻 作 ) での例を示しておく・ 

3 ス・ おわりに 

青と 意味との関係のうちこれまで 触れなかった 点を青山秀夫 (1977) 

も参照、 しながら簡単に 要約すると次のような 傾向があ ると言えよう : 

1)  音節頭首 

閉鎖音…… 衝蛙 ・破裂 

破擦音……破裂・ 波動 

摩擦音 A [s] ……摩擦・擦過・ 流動 

流音 己 Ⅱ‥‥‥ 響き・持続 

2) 音節米 昔 

閉鎖音……急な 停止・急な変化 

「 mk] ……急な停止・ 鋭 い 終結 

ニ [tj ……急な停止・ 軽い中止・鋭さ 

口 [P] ……急な停止・ 屈折 

鼻音… " 響き・持続 

o  [n] ……響き・余韻・ 漸次的な消滅 

L  [n] ……軽い響 き ・弾みのあ る移行 

D@ [in]@@@@@ ， @ 緩行・停滞・ 閉鎖 

流音色Ⅲ……弾み・ 揺れ・振動 
母音 " …・持続 

また音節米 昔 と意味のこうした 関係，および 一般 語 と異なる 擬声擬 
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態 語のく音節米吉法則 ノ とでも 言 5 べき (1) 調音点が後ろの 音ほど頻 

度が高い， (2) 調音点が後ろの 音ほど継起順序は 後ろに来る， という 

前述した二つの 主要な傾向を 図式化しておく : 

]
 

  

大 

使 
  
度 

大 

第 2 章で述べた音節米昔の 組み合わせの 型を見ると，同じ 型の単語 

は同じような 意味を持っという 傾向があ る程度まで見出せるし 第 3 

章で触れた よう に着と意味にはおおよその 対応関係が存在すると 言え 

る 

本稿で述べた 擬声 擬態語の音と 形式の型， 昔 と意味との関係の 型な 

どについて，例えば 日本語など広く 他の諸言語の 擬 声 擬態語と対照し 

てゆくなら ぱ ，あ るいはそこに 何らかの類型や 傾向を見出すことがで 

ぎるかもしれない・そうした 言わば くオ / マトペ 類型論 ノ への展開に 

は，諸言語の 広範な一次資料のテクストを 分析し ， 生きた 擬声 擬態語 

の現実を把握することが 何よりも重要であ ろ 5. 

注 

(1)  本稿は 1990 年、 3 月 30 日， 学習院大学言語共同研究所におけ 

る発表の要旨の 前半部分を整理したものであ る・ 青 象徴 語 ・派生・ シ 

ンタックス・テクスト と擬声 擬態語との関連については 同発表要旨を 

参照されたい・ 音声表記は宙コスモス 朝 称辞典 コ (1988) による・ 朝 

鮮語の音声目録も 同書を参照のこと・ 

(2)  なお，緩声擬態語の 分類については ，屯せ せ Ⅰ甘干 圭甘 ( 延辺 

言語研究所編 ) (1982) . 劉昌惇 (1980) . 野間秀樹 (1985) . 菅野裕 臣 

(1986) などのような 語彙的な意味に よ る分類のほか ，昔による分類， 

品詞や単語結合など 文法と関連 づ げた分類も可能であ ろう・ 

一 44  一 



(3)  ここでは 杣 [san]+ol [i] ( 「山が」の 意 ) が [sa-ni] となるよ 

うな場合，つまり 音節末の子音が ， 次に母音が来ることによって 次の 

音節の頭音として 発音される場合でも 音節末の子音として 算定してあ 

る ・また，これは 音の数ではなく ，字母の数の 調査であ って便宜的な 

ものであ る・ 

(4) 村墓 完 (1984) は 1950 語の擬 声 擬態語の最終音節における 母 

音と子音の関係を 調査し ， 次のような傾向を 指摘した : ①母音 ] Ⅲは 

綾戸 L[n]. こ / 六円・三田とよく 調和する・②母音 一坤 ] は綾戸 

ロ [m]. 」 [ ℡・ 亡 六円・三山・「 [lt] と ，とりわけ三山とよく 調 

和する，③母音 ト [a]. -1 [0]. エ [0]. 丁 [u] は総角「 凹 ・ oh)] と 

よ く調和する．それぞれ 調音点の近いもの 同士の相性が 良いことがわ 

かる． 
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KMTa 丘 CK0r0  刃 8 も 1K03rlaH Ⅱ 刃 》， 刀 eH Ⅱ Hrpa Ⅱ 

「・ A. naK  (1961)  C Ⅱ OB0o6Pa8oBaH Ⅱ eHa  6a3eH3o6pa8 Ⅱ Te Ⅱ bHbIX 

CJIOB, 4KKOPe 甘 CKH 牙刃 8bIK 》， MOCKBa 
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Onlom Ⅱ れ toPoe]a  ln  the  MOde 「 n  K こ O 「 e れ n  Ia Ⅱ gUIage 

HIde 忠 I NOma 

There@ are@ about@ 4000-8000@ onomatopoet@@   words@ in@the@Modern 

Korean@ Ⅰ   nguage ． Th@@   paper@dicusses@characte Ⅱ     sti   s@ of@onomato- 

poet@@   sound@ and@ sY   Ⅰ   b@@   structure@ of@onomatopoet@@   words@ with 

speC@@   reference@ to@ patterns@ of@redupliati   n   

What@ we@cal@ in@ th@@   study@the@ '@Law@ of@ Fin@@   Consonants'@ of 

onamatopo0a@ in@ Korean@ Ⅰ   nguage@ can@ be@ expressed@ in@ the@ two 

foIl0Wln 琵 t0ndenC@eS     

1)@ The@frequency@ of@use@of@fin@@   consonants@@     creases@by@degrees 

in@order@ of@poi   t@ of@art Ⅰ   ℡   ati   n@(front@to@back) ， The@order@from 

Ieast to n ュ ost f Ⅱ eq ℡ e Ⅱ t ls: 

[p] [m] く [t] [n] く Ⅲ く [k] [D] 
2)@ The@ order@ of@ consonants@ en@ng@ a@ syl Ⅰ     b Ⅰ   in@words@ 2@ or 

more@sY4     b Ⅰ     s@ folows@ the@ above@ front@ to@ back@ pattern@ of@ ponts 

of@ articulation ・ 

( 東京外国語大学朝鮮語格講師 ) 
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